第３学年○組　　道徳科指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　平成○年○月○日　○曜日　第○時
指導者　○　○　○　○　印
１　主　題　名　　　公正，公平な態度で　Ｃ－（13）公正・公平・正義
２　主題設定の理由
(1) 価値観
人は,他との関わりにおいて生きるものであり,よりよく生きたいと思っている。よりよい社会を実現するために,一人ひとりが正義を愛し,自他の不正や不公平を許さない断固とした姿勢と,力を合わせて積極的に差別や偏見をなくそうとする姿勢が求められる。自らの行いを見つめ直し,理想とする姿の実現に向けて努力しようとする態度を育てることが必要であると考える。自らの行いに信念をもち,自信をもって実行できるようになることが,他人や集団に対して積極的な立場で関わり合うことにつながると考える。

本主題をもとに,自己の正義感を奮い立たせ,いじめや偏見,差別のないよりよい社会を築こうとする態度を育てたいと考える。
(2) 生徒観
全体的には素直な生徒が多く,仲のよい学級である。正義感があり,自分の考えや思いを言動に表し,学校行事などで友達のためになるようにと,自分の役割を果たそうとする生徒もいる。しかし,周囲の目を意識し,他者の意見や考えに左右されたり,自己中心的な考え方や行動をとったりする場面も見られる。不正な行動や差別的な言動が目の前で起こった場合,内心ではいけないとわかっていてもそれを止めることには消極的になってしまったり,「死ね」「うざい」など人を傷つける言葉を使ってしまったりしている。

不正を憎み,不当な言動を断固として拒否する,たくましい人間が育つように指導することが大切である。
 (3) 教材観
本教材は，主人公の小学校時代の忘れられない同級生のＴ子をいじめたことへの反省と苦い思いを描いたものである。同級生のＴ子への偏見,いじめたことへの反省と懺悔の気持ちが描かれている。その姿を通してねらいにせまる教材である。

Ｔ子の書いた卒業文集の最後の二行に,Ｔ子の深い悲しみと苦しみを知り,深く反省するのである。それから数十年,過去の自分の行為に苦しみ続ける主人公の心に焦点を当てることで,人間らしく生きることの意義を考えさせ,偏見やいじめに立ち向かう強い正義感を培うことができる教材である。

導入では,時間が経っても忘れることのできない後悔の体験を共有することで,ねらいとする価値へ方向付けしたい。展開では,主人公の行動の理由を問うことで,自分がやっていることが悪いとわかっていながら,いじめを止められない主人公の弱さと醜さを取り上げたい。中心発問では,卒業文集最後の二行から,Ｔ子の深い悲しみと苦しみに共感させ,それから数十年,主人公の心から離れない懺悔の念に気付かせ,ねらいとする価値への一般化を図りたい。終末では,授業を振り返り,ねらいとする価値へせまりたい。
３　本時のねらい
　оいじめの愚かさを知り，差別，偏見を憎み，不正な言動を断固として許さない態度を育てる。
４　準備・教材
　о中心教材名「卒業文集最後の二行」　出典「私たちの道徳」（文部科学省）
　о生徒･･････私たちの道徳
　о教師･･････場面絵
５　学習指導過程
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まとめ
	１　時間が経過しても，忘れられないような後悔していることについて振り返る。
　・クラスのいじめを見て見ぬふりをした。
　・自分が嘘をついて責任を友人に押しつけてしまった。
２　教材「卒業文集最後の二行」を読んで，話し合う。

・先生にも言わないし，いじめやすい。
・何も考えていない。
・ノリで言っている。
・自分の方が恵まれているから。

　　・まわりの雰囲気に合わせるのがおもしろかったから。
　　・調子に乗ってしまった。
　　・悪い気持ちもあったが，雰囲気にのまれてしまった。

・Ｔ子さんに申し訳ない気持ちで一杯だったから。
・Ｔ子さんを苦しめていたのは，自分たちのいじめだと気づいたから。
・Ｔ子さんのつらさや悲しさが伝わってきたから。
　
３　その後の筆者の生き方を推測する。


о人の痛みを理解し，他人を思いやる生き方。

о正義を重んじ，誰にも平等に接する生き方。

о差別や偏見をもたない生き方。

о自分に恥じない生き方。

４　教師の話を聞く。
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	о生徒から発言が出ない場合には，教師の体験を話す。
о「私たちの道徳」P.231～235「卒業文集最後の二行」を範読し，場面絵を使い，あらすじを確認する。
о身勝手なところがある筆者が，安易な気持ちでおもしろがって行動していることをおさえる。
о内面で悪いと分かっていながら，いじめを止められない筆者の弱さ，醜さを掘り下げていく。
оＴ子さんの心の痛み，苦しみに共感させる。
оＴ子さんの心の痛みに気づき，心ない行為を反省する筆者の気持ちを捉える。
о三十年以上が過ぎた現在でも後悔と懺悔の気持ちをもち続けていることから，筆者のその後の生き方を探らせる。
評誰に対しても公正・公平に接していくことが大切なことに気付くことができる。　　　（発表）
о勇気を出して行動ができなかったため，その後つらい思いや後悔が残った経験を紹介する。



６　本時の評価
　о主人公の経験から，人への接し方について考え，公正，公平に接しようとする気持ちを高めることできる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（発表，私たちの道徳）
７　備　　　考
　о価値の自覚で，「私たちの道徳」を利用し，様々な立場で考えさせ，公正・公平に対する考えを深める。
８　指導と評価
筆者（一戸さん）は，どんな気持ちで，汚い，くさいなどとＴ子さんをけなしていたのだろう。





自分のカンニングを隠し，T子さんをせめる筆者はどんな気持ちだったのだろうか。





Ｔ子さんの卒業文集最後の二行を見て，筆者が果てもなく泣いたのはなぜだろう。





「あの二行を読まなかったら，現在の私はどうなっていただろう」という筆者は，今どのような生き方をしているのだろう。
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